





















液に浸漬させ、所定条件でグラフト重合を行っ Fig.1 グラフト前、(左)、後(右)の繊維断面 
た。 最後に試料に残った未反応モノマー、ホモ 
ポリマーを洗浄により除去した。FT-IR 測定結果、アクリル酸グラフト試料では 1700cm⁻付
近に C＝Oの伸縮振動ピークが検出されたこと、カチオン染料の吸着等で確認した。  


















は処理布 1kg で 77g の Sm が吸着できた。                        
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